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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第２四半期累計期間
第29期

第２四半期累計期間
第28期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 8,483,792 9,824,567 18,487,702

経常利益 （千円） 434,625 632,185 1,011,528

四半期（当期）純利益 （千円） 294,473 433,331 707,592

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 831,145 832,495 832,495

発行済株式総数 （株） 6,350,000 6,362,000 6,362,000

純資産額 （千円） 5,521,859 6,205,220 5,774,236

総資産額 （千円） 15,950,767 18,580,201 16,768,098

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 46.37 69.41 111.74

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 45.64 68.33 109.79

１株当たり配当額 （円） 10.00 14.00 20.00

自己資本比率 （％） 34.3 33.2 34.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,365,573 △319,342 △466,006

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △45,004 △6,617 59,460

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 655,663 1,052,802 1,145,966

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,720,043 3,941,220 3,214,378

 

回次
第28期

第２四半期会計期間
第29期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.39 37.81

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので記載しておりません。

４．第28期より中間配当を実施しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により、全体としては緩やかな景気回

復基調にありますが、個人消費は伸び悩みに加え、海外経済においても、新興国経済の低迷や北朝鮮情勢の緊張状

態の高まり等により不確実性が増しており、先行きが不透明な状況が続いております。

　当社が属する不動産業界、とりわけ中古住宅流通市場におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構（東

日本レインズ）によると、平成29年４月～９月度における首都圏中古マンションの成約件数は前年同期比1.0％の

増加となりました。また、成約価格につきましては、平成25年１月以降57ヶ月連続で前年同月を上回って推移して

おります。

　当社の主たる事業である中古住宅再生事業におきましては、競合の激しい仕入環境が依然として続いております

が、当社の主要仕入ルートである競売につきましては、競売物件の減少に底打ち感が見られます。そのような仕入

環境の中、当社では利益率の向上を目指して物件を厳選する仕入方針を継続しております。当第２四半期累計期間

の仕入件数は、関西エリアで伸び悩んだものの、首都圏エリアでは競売、任売ともに順調に増加した結果、前年同

四半期累計期間の501件から516件（前年同期比3.0％増）となりました。

　販売につきましては、首都圏、関西ともに好調に推移した結果、当第２四半期累計期間における販売件数は、前

年同四半期累計期間の389件から463件（前年同四半期比19.0％増）に増加いたしました。また、利益面におきまし

ては、利益率重視の仕入方針が奏功し、長期物件の利益率の低下も抑えることができた結果、売上総利益率は前事

業年度の15.9％から16.9％となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は9,824百万円（前年同四半期比15.8％増）、営業利益は740

百万円（同38.5％増）、経常利益は632百万円（同45.5％増）、四半期純利益は433百万円（同47.2％増）となりま

した。

　事業別の状況は次のとおりであります。

＜中古住宅再生事業＞

　中古住宅再生事業におきましては、居住用物件による売上が8,742百万円、収益用１棟マンションを含む収益用

物件による売上が873百万円となり、物件販売による売上高は9,615百万円となりました。また、収益用物件の保有

期間中の賃貸収入が57百万円となりました。その結果、当第２四半期累計期間における中古住宅再生事業の売上高

は9,698百万円（前年同四半期比16.0％増）となりました。

＜その他不動産事業＞

　その他不動産事業におきましては、賃貸用不動産の賃貸収入等によって、当第２四半期累計期間におけるその他

不動産事業の売上高は126百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①　流動資産

　当第２四半期会計期間末における流動資産は、15,612百万円となり、前事業年度末の13,779百万円から

1,833百万円の増加となりました。これは主に、現金及び預金が727百万円、販売用不動産が349百万円、仕掛

販売用不動産が538百万円増加したことによります。

②　固定資産

　当第２四半期会計期間末における固定資産は、2,967百万円となり、前事業年度末の2,988百万円から21百万

円の減少となりました。これは主に、有形固定資産が49百万円減少したことによります。
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③　流動負債

　当第２四半期会計期間末における流動負債は、8,508百万円となり、前事業年度末の6,953百万円から1,555

百万円の増加となりました。これは主に、短期借入金が1,240百万円増加したことによります。

④　固定負債

　当第２四半期会計期間末における固定負債は、3,866百万円となり、前事業年度末の4,040百万円から174百

万円の減少となりました。これは主に、社債が35百万円、長期借入金が106百万円減少したことによります。

⑤　純資産

　当第２四半期会計期間末における純資産は、6,205百万円となり、前事業年度末の5,774百万円から430百万

円の増加となりました。これは主に、利益剰余金が371百万円増加したことによります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて726

百万円増加して、3,941百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における営業活動の結果使用した資金は319百万円（前年同四半期は1,365百万円の使用）

となりました。これは主に、税引前四半期純利益が634百万円であった一方で、物件仕入の増加によりたな卸資産

が887百万円、競売保証金が201百万円増加したことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における投資活動の結果使用した資金は６百万円（前年同四半期は45百万円の使用）とな

りました。これは主に、定期預金の預入により132百万円、有形固定資産の取得により18百万円を支出した一方

で、定期預金の払戻により132百万円、有形固定資産の売却により９百万円を得たことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における財務活動の結果獲得した資金は1,052百万円（前年同四半期は655百万円の獲得）

となりました。これは主に、新規の短期借入9,616百万円を実行した一方、短期借入金8,375百万円を返済したこと

によります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,362,000 6,362,000
東京証券取引所

市場第二部

　権利内容に何ら限

定のない当社におけ

る標準となる株式で

あり、単元株式数は

100株であります。

計 6,362,000 6,362,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 6,362,000 － 832,495 － 807,495
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

江口　久 東京都千代田区 2,006,800 31.54

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 499,900 7.85

江口　惠津子 東京都杉並区 220,000 3.45

江口　香菜 大阪市北区 200,000 3.14

江口　直宏 東京都杉並区 200,000 3.14

千田　美穂 東京都千代田区 200,000 3.14

株式会社ジューテック 東京都港区芝大門1-3-2 160,000 2.51

佐々木　洋 東京都目黒区 124,000 1.94

林田　光司 東京都渋谷区 85,800 1.34

宇土澤　雄一 岩手県盛岡市 82,700 1.29

計 － 3,779,200 59.40

（注）１．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

２．レオス・キャピタルワークス株式会社より、平成28年３月23日付で当社株式に係る大量保有報告書が提出さ

れておりますが、当第２四半期会計期間末日における同社の実質保有株式数の確認ができていないため、上

記大株主には含めておりません。

なお、当該大量保有報告書の内容は下記のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

レオス・キャピタルワークス

株式会社
東京都千代田区丸の内1-11-1 325,100 5.12
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 66,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　6,294,000 62,940 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,200 － －

発行済株式総数 6,362,000 － －

総株主の議決権 － 62,940 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イーグランド
東京都千代田区神田

錦町１丁目２－１
66,800 － 66,800 1.04

計 － 66,800 － 66,800 1.04

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社イーグランド(E30124)

四半期報告書

 9/19



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,667,148 4,394,897

販売用不動産 7,546,931 7,896,095

仕掛販売用不動産 2,168,258 2,706,795

貯蔵品 801 1,033

その他 396,546 613,963

貸倒引当金 △52 △4

流動資産合計 13,779,633 15,612,780

固定資産   

有形固定資産 2,839,095 2,789,871

無形固定資産 12,928 9,272

投資その他の資産   

その他 136,725 168,541

貸倒引当金 △284 △265

投資その他の資産合計 136,440 168,276

固定資産合計 2,988,464 2,967,420

資産合計 16,768,098 18,580,201

負債の部   

流動負債   

買掛金 281,635 396,118

短期借入金 5,732,296 6,972,955

1年内償還予定の社債 67,800 69,800

1年内返済予定の長期借入金 489,158 548,137

賞与引当金 - 47,639

未払法人税等 92,477 232,584

完成工事補償引当金 7,372 7,921

その他 282,433 233,356

流動負債合計 6,953,172 8,508,512

固定負債   

社債 1,380,200 1,344,300

長期借入金 2,466,581 2,359,848

役員退職慰労引当金 66,893 66,893

その他 127,015 95,426

固定負債合計 4,040,689 3,866,467

負債合計 10,993,861 12,374,980
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 832,495 832,495

資本剰余金 807,495 813,417

利益剰余金 4,188,326 4,559,487

自己株式 △99,942 △46,042

株主資本合計 5,728,373 6,159,357

新株予約権 45,862 45,862

純資産合計 5,774,236 6,205,220

負債純資産合計 16,768,098 18,580,201
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 8,483,792 9,824,567

売上原価 7,112,869 8,167,842

売上総利益 1,370,922 1,656,724

販売費及び一般管理費 ※ 836,184 ※ 915,918

営業利益 534,737 740,806

営業外収益   

受取利息 78 48

受取配当金 1,391 1,651

雑収入 167 4,283

その他 8,180 583

営業外収益合計 9,817 6,566

営業外費用   

支払利息 85,821 81,650

支払手数料 23,089 31,095

その他 1,018 2,441

営業外費用合計 109,929 115,187

経常利益 434,625 632,185

特別利益   

固定資産売却益 4,403 2,302

特別利益合計 4,403 2,302

税引前四半期純利益 439,028 634,487

法人税、住民税及び事業税 141,982 215,938

法人税等調整額 2,573 △14,782

法人税等合計 144,555 201,156

四半期純利益 294,473 433,331

 

EDINET提出書類

株式会社イーグランド(E30124)

四半期報告書

12/19



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 439,028 634,487

減価償却費 54,490 57,230

貸倒引当金の増減額（△は減少） △220 △66

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 309 549

賞与引当金の増減額（△は減少） 45,229 47,639

受取利息及び受取配当金 △1,469 △1,699

支払利息 85,821 81,650

有形固定資産売却損益（△は益） △4,403 △2,302

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,487,363 △887,933

競売保証金の増減額（△は増加） △136,315 △201,326

仕入債務の増減額（△は減少） 76,937 114,483

その他 △50,231 △9,293

小計 △978,186 △166,579

利息及び配当金の受取額 1,469 1,699

利息の支払額 △91,651 △88,606

法人税等の支払額 △297,205 △65,856

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,365,573 △319,342

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △227,458 △132,917

定期預金の払戻による収入 180,011 132,009

有形固定資産の取得による支出 △11,944 △18,386

有形固定資産の売却による収入 13,593 9,515

その他 793 3,161

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,004 △6,617

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 10,759,840 9,616,329

短期借入金の返済による支出 △9,486,973 △8,375,670

長期借入れによる収入 219,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △658,668 △247,753

リース債務の返済による支出 △1,927 △1,626

延払売買契約による支出 △24,901 △42,256

社債の償還による支出 △23,900 △33,900

配当金の支払額 △126,807 △62,320

財務活動によるキャッシュ・フロー 655,663 1,052,802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △754,914 726,842

現金及び現金同等物の期首残高 2,474,958 3,214,378

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,720,043 ※ 3,941,220
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年９月30日）

仲介手数料 205,316千円 253,155千円

賞与引当金繰入額 39,104 41,774

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 2,309,627千円 4,394,897千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △589,583 △453,676

現金及び現金同等物 1,720,043 3,941,220
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 127,000 20 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額20円には、市場変更記念配当５円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 63,500 10 平成28年９月30日 平成28年11月29日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 62,170 10 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 88,132 14 平成29年９月30日 平成29年11月29日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 46円37銭 69円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 294,473 433,331

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 294,473 433,331

普通株式の期中平均株式数（株） 6,350,000 6,243,494

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円64銭 68円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 101,866 98,523

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　― 　―

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　平成29年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88,132千円

　（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　14円00銭

　（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　平成29年11月29日

　　（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

 

平成29年11月２日
 
株 式 会 社 　イ ー グ ラ ン ド 

取 締 役 会 御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 城 戸 和 弘 印

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙 木 政 秋 印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

イーグランドの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第29期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年７月１日

から平成29年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イーグランドの平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社イーグランド(E30124)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第２四半期累計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

